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研究成果の概要（和文）：本研究はマルチメディアを用いた外国語学習過程を心理学および認知言語学的立場か
ら分析・解明し、それをモデル化することで、マルチメディアが学習者のイメージ・スキーマ形成に及ぼす影響
とメカニズムを解明することである。そこで、研究代表者が参加した基盤研究(C)「マルチメディアを用いた外
国語学習過程のモデル化」の研究結果を踏まえ、マルチメディアが外国語学習へ及ぼす影響を解明し、外国語学
習者を対象とした学習過程観察と習得実験を通して、どの要素が学習を促進しているのか、どの要素が学習を妨
げるのかを調べ、マルチメディアの学習過程をモデル化した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we surveyed the process of language learning process based on
 the psychology and cognitive linguistics and tried to make a model of image schema formation. We 
focused  what factors facilitate foreign language learning and what factors prevent.

研究分野： 外国語教育、教育工学

キーワード： マルチメディア　イメージ・スキーマ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
マルチメディアは質の高い、実証的学問の教育現場で重要な役割を果たしてきた。マルチメディアが教育現場に
導入され、我々はマルチメディアが学習にどのような影響を及ぼすのか、どのように操作しなければならないの
かについての基本原理を得ることができた。しかし、以下のような広く認められたマルチメディア理論でも実際
の教育現場やマルチメディア効果の実証実験では一貫した結果が得られていない。場合によっては否定的な効果
を得ることもある。本研究ではそのような問題に理論的根拠を提示したと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の目的はマルチメディアを用いた外国語学習過程を心理学および認知言語学的立
場から分析・解明し、それをモデル化することで、マルチメディアが学習者のイメージ・ス
キーマ形成に及ぼす影響とメカニズムを解明することである。そこで、研究代表者が参加し
た国立国語研究所プロジェクト「日本語学習者用基本動詞用法ハンドブックの作成」と基盤
研究(C)「マルチメディア外国語教材と学習者のインタラクションに関する言語行動学的研
究」、基盤研究(C)「マルチメディアを用いた外国語学習過程のモデル化」の研究結果を踏ま
え、マルチメディアが外国語学習へ及ぼす影響を解明する。また、外国語学習者を対象とし
た学習過程観察と習得実験を通して、どの要素が学習を促進しているのか、どの要素が学習
を妨げるのかを調べ、マルチメディアの学習過程をモデル化していく。さらにマルチメディ
アがどのような過程を経て学習者の認識の体系に抽象化されていくのかを明らかにしたい。 
 
２．研究の目的 
(1) マルチメディアの学習過程を解明する 
 現状のマルチメディア教材開発は技術に対する安易な期待感から理論的根拠や徹底した
検証なしに開発が進み、新しい技術が教材開発の需要を作り出している構図となっている。
その結果、学校現場や外国語教育分野での活発な開発研究は進んでいるものの、それが成功
している例が極めて稀な理由は、外国語学習者の学習過程がまだ不明であるためである。学
習者が知覚した情報（サウンド、イメージ）はどのように Working Memory にエンコードさ
れどのような過程を経て Long-Term Memory（Lexical Memory）に記憶されるのか、既習言
語情報とのネットワークはどのように形成されているのかについてはまだ未知の領域である。またマルチ
メディアが学習者のイメージ・スキーマの形成に及ぼす影響についてもまだ明らかになっ
ていない。外国語教育現場での正しいマルチメディアの利用や効果のある教材開発には理
論と実証に基づいた新しい学習モデル構築が急務であると考えている。 
(2) イメージ・スキーマの学習効果を測定する 
 イメージが学習者に何らかの影響を及ぼすのではないかという問題は、これまでの理論
的研究に先行してむしろ実践的な場面で盛んに研究されてきた。しかし、なぜイメージが学
習効果を促進するのかは未だ充分に明らかになっていない。具体的な映像材料は制作者や
教師側の曖昧な基準や勘に頼って活用されているのが現状である。これはコンピュータや
マルチメディアなどが積極的に取り入れられ始めたことと無関係ではあるまい。実践面で
のより便利で効果的な方法の探求に主眼が置かれているため、イメージ自体のもつ教育効
果に魅力を失ったのかもしれない。イメージがもつ基礎的な研究が必要に思われる。本研究
ではどのようなイメージが言語情報の提示よりも容易に符号化され注意が向けられるのか
を測定する予定である。そして、イメージに注意が向けられると言語情報に対する処理、記
憶が促進されるのかを研究する。 
(3) マルチメディアが学習者のイメージ・スキーマ形成に及ぼす影響を調べる 
 イメージの学習効果に関する先行研究によると、静止画より線画の方がそこに含まれる
キュー（情報を伝える手がかり）により符号化しやすいため記憶に関する効果があると説明
し、映像そのものの再認識の課題に関しては線画よりもむしろ写真の方が効果的だとの結
果を示している。しかし、そのような実験の対象は名詞の単語と映像とのマッチングや言語
と結びつきのない映像そのものに留まっている。では、時間の経過による動きを伴う動詞に
関してはどうだろうか？人間が画像から動きを認識し、符号化しやすいのは静止画、イメー
ジシーケンス、動画の中でどれなのか。そして、それが認識ではなく脳の記憶の領域になる
と人間の頭の中にはどれが記憶されていて発話の際に利用されるのか。本研究ではこのよ
うな問いに答えられるよう動詞の認識、符号化、記憶でもっとも効果があるものを特定した
い。 
(4) マルチメディア学習モデルを構築し妥当性を検証する 
 上記の研究結果を踏まえ、マルチメディアを用いた外国語習得過程をモデル化する。何を
認知し、何を符号化するのか、外国語学習者はどのようにマルチメディアで示された情報を
自分の記憶システムに保存していくのか、という問いに対して様々な認知実験をもとに検
証していく予定である。妥当性を検証するため、実際の外国語教育現場と連携し、学習効果



実験を通じて確かめていく。 
 
３．研究の方法 
(1) 学習者の語義習得についての認知言語学的研究 
 動きを表す言葉である動詞の意味を学習者が理解し、自分の記憶システムに保存してい
く仕組みを解明する。実際の発話場面でその情報をどのように活用していくのか、そしてど
のようなエラー（誤用）をするのかについて言語学や認知言語学的知見を取り入れ研究する。 
(2) 動詞と関連する視覚情報についての心理実験 
 動きや状態の変化等を表す視覚情報を提示した場合、視覚情報の種類（静止画、連続イラ
スト動画、動画）によって学習者が動きを認知し言語化していくプロセスが異なるのかどう
かを解明する。そのためには学習者の視線が視覚情報のどの部分に注視するのかを視線追
跡装置を用いて測定する。これによりイメージ制作時に強調すべき箇所や提示時間等につ
いて調べることができると考えている。 
(3) 動詞の意味を表す際の視覚情報の効果を調べる 
 効果的な学習のための視覚教材についての研究では視覚情報の具体性についての一貫し
た結果がまだ得られていない。教授項目、表現したい事柄により適切な視覚情報が異なると
考えられる。例えば、静止画、連続イラストだけではダイクシス（例えば「あがっていく/
くる」のような話者の位置に依存する表現）を表すのは難しい。そのような場合に動画が効
果的であると考えられる。動画により、話者の位置と選択されている表現の関係が確認でき、
学習者の記憶に深く刻まれると思われる。そこで、動詞の種類によってそれを代表する視覚
情報はどのようなものであるのかについて、学習者を対象とした学習実験やアンケートで
解明していく予定である。 
(4) イメージ・スキーマ・データベースの構築と配信 
 動詞の学習過程で明らかになったイメージの種類、利用法を現在の日本語教材、日本語辞
書に取り入れるために映像データベースを構造化し実用化を図る予定である。外国語教師
が動詞の意味を学習者に提示したり、学習者が動詞の振る舞いを正確に把握したりするた
めにこのシステムを利用することが想定できる。 
 
４．研究成果 
 外国語教育の語彙学習の場面では、学習者にある語彙の複数の語義を提示する前に、それ
らの語義の中核的な意味を簡略化させたイメージを使用することは効果的だと考えられて
いる。語彙の中心となる概念を表すために絵（イメージ）は昔から外国語教育分野で活発に
用いられてきた。絵を使うことで語彙の理解が容易になるほか、語彙を習得した後の記憶や
想起の段階までイメージは手がかりとして働く。文化に関連する内容や文化的要素が含ま
れている単語を説明する際にも、文字による語義情報だけでなく、様々なイメージや写真、
動画の利用が有効である。 
 しかし、どのようなイメージが語彙学習に役に立つのか、また、学習者はそのイメージを
見て何を感じ、イメージと語義との関連性についてどう考えているのかといった研究は十
分におこなわれておらず、イメージの選定に関しては外国語教育現場の教師個人の好みに
委ねられていると言っても過言ではない。実際、現場の外国語教室では、教師が授業を準備
する際にインターネットから拾ったイメージをスクリーンに映して見せたり印刷して配布
したりしているのが現状である。そこで、ある語彙や文脈を表すイメージについての意見や
情報をユーザから簡単に収集できるシステムを構築できれば、教材作成でのイメージ利用
の利便性は大きく変化すると予想している。 
 本研究では、教師が授業や教材につかうイメージについてユーザからの意見を収集でき
るようなシステムを構築した。個々の学習者による意見の違いや文化によるイメージ選択
の相違の把握が可能になれば、学習者に適したイメージの提示に貢献できると期待してい
る。 
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